
横田基地所属Ｃ－１３０Ｊの部品遺失について
このことについて、防衛省北関東防衛局より、下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせします。
なお、現在、横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会では、本件への対応について調整を行っております。
記

○　情報提供内容
　１　平成２９年１２月３日午前０時頃、横田飛行場における飛行後の点検時、作業員が第３７４空輸航空団所属のＣ－１３０Ｊからフレア（※）の一部が遺失していることを発見した。

　２　遺失物の大きさは、長さ１２から１３インチ（約３０から３３センチメートル）、重さ０．２８ポンド（約１３０グラム）である。

　３　当該航空機は、米韓定期合同軍事演習の支援のため、横田飛行場を日本時間の平成２９年１２月２日午前８時４６分頃に離陸し、三沢飛行場及びオサン飛行場に着陸した後、同日午後６時４０分頃に横田飛行場に帰投した。

　４　遺失場所及び時間は不明であるが、当該航空機の飛行ルートの大部分は海上であった。

　５　横田基地では飛行場の捜索を行ったが、フレアの一部は発見されず、現在、三沢基地及びオサン基地での捜索結果について確認中である。
参　考
　フレア：航空機から熱源を無数に放出することにより、追尾するミサイルを回避する防衛システムの一種
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